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■５月の活動報告 

【森の教室】 ５月２６日（日） 
 当初の計画では二つ森登山となっていたが、ヤマツツジが見頃になっ

ているので午前中は彩遊の森の散策に変更し、午後は予定通り 6 月 9

日の森づくり行事の準備をすることにした。彩遊の森では仲村さんの説

明を聞きながら写真を撮ったり、メモをしながら散策した。散策中、薄暗

い林の中にひときわ黄色い大きめの花に目を奪われる。ヤマブキソウと

のこと。ヤマブキ色の語源となっている落葉樹のヤマブキの花は 5 弁で

あるが、この花は 4 弁というところが見分けポイントの一つか。同じく黄

色のちいさな花のミツバツチグリ、鮮やかな赤紫色をしたスミレ（別名マ

ンジュリカ）、可憐な白い花のギンランやチゴユリそして今回の散策の目

玉とも言うべきヤマツツジは、案内図にある「ヤマツツジの小径」付近が

見事で、彩度を落とした朱色のやや透けた感じの花は、落ち着きのある美しさをあたり一面に漂わせてい

た。昼食後最初に杭作りを行った後リスの森に行き、森づくり行事で行う間伐を予め実施した。 

参加人数：6 人 

 

■６月の活動報告 
【森づくり行事 枝打ち、間伐】 ６月９日（日） 
 なんと、梅雨の中の一日晴れ、日頃の皆さんの行いがいかに

いいことか、感謝します。 

 ここでの植林活動は 2002 年から、それ以前の植林地では失敗

の連続、ようやく森づくりの方法としてヤマハンノキを使った「先駆

性樹木混植法（根粒菌あり）」を考案、実践して今日に至ってい

る。皆さんに植林していただいたブナなどを守り育ててくれたヤマ

ハンノキも、伐採しなければならない時期が来た。 

 感謝を込め、伐採が始まる。まずは、高木になったヤマハンノ

キをチェンソーで切断するのを見学してもらう。他の落葉広葉樹に阻まれて、スギ林の様にカッコよく倒れて

くれない。根元から徐々に幹を切断して行くと空が見えてきた。森が明るくなり、ブナなどの樹木たちに光が

射す、もろ手を広げて深呼吸をしているような。 

 参加してくれた皆さんに、その倒れたヤマハンノキの枝をノコギリで落とし、幹も切断し、適当な場所に寄

せていただいた。そのヤマハンノキは微生物によって森の栄養分になったり、加工されて再利用される。き

っと、ヤマハンノキも皆さんに感謝していると思います。ありがとうございました。  参加者：４３名 

       ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

今回の森づくりイベントは、（株）ニチレイフーズ白石工場さん、東北セキスイハイム工業（株）さんから 32 名

の方にご参加いただき、間伐した 10本のヤマハンノキの枝を伐る作業を行いました。休憩なしで取り組んで

いただき、短時間で無事終了することができました。毎年ご協力いただき、本当にありがとうございます。 
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■６月の活動案内 

  ［森の教室］ 

   開催日      ６月２３日（日） 

  内  容      小原トラスト地の観察会  

  場所と時間   白石市役所 10：00 

 *集合場所が変更されていますので注意してください。 

  久しぶりに小原の杉林を歩きます。 

  貴重な植物も観察できますので、是非ご参加を！ 

  雨の場合：作業小屋 10：00（参加者には連絡します。） 

  内容 ロープの結び方、設置カメラの確認 

 

■７月の活動案内 

  ［森づくりイベント］ 

   開催日   ７月１４日（日） 

   内  容   木工作業体験 

   場  所   蔵王のブナと水を守る会 丸太小屋 

  

  ［森の教室］ 

   開催日   ７月２８日（日） 

   内  容   海岸林の手入れ、生育状況の確認 

   場  所   亘理町・仙台市若林区荒浜 

 

 

 

 ※定例会、森の教室ともに電車利用の方は、丹野さんに連絡してください。 

    電話（080-5575-5334） 
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